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Abstract

潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅥ

薩摩半島開聞町沖合海域の場合

肥後伸夫・田畑

吐師弘・上水樽
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ＯｎｔｈｅＦｉｓｈＧａｔｈｅｒｉｎｇＥｆｆｅｃｔｏｎｔｈｅＡrtificialReefsascertained

bytheDivingObservation-XⅥ

ＡｔｔｈｅｏｆｆＳｅａｏｆＫａｉｍｏｎＴｏｗｎ

＊l

NobioHIGo*'，ShizuoTABATA
＊３

HiroshiHAsHI*２andToyomiKAMIMIzuTARu

Ｍｅｍ,Fac､Fish.，KagoshimaUniv・
Vol､35,No.1,ｐｐ､87～100（1986）

Duringtheperiodsfromthe27thofSeptemberinl984toAugustinthesameyear，andonthe

23rdofJulyinl985，divingobservationswerecarriedoutontheartificialconcreteblockreefs

submergedattheoffseaofKaimonTownsituatedatthesouthernendofKagoshimaPrefecture，

withthefollowinginformationsobtained．

（１）Concemingthereef-groupsubmergedatthesea-frontlyingEZzstofKaimonmountain,ｉｔ

wasascertainedthatthedepthatwhichthegroupwasset-inshowing35～60ｍ，ｔｈｅshapebeing

two-headed-hilltype・Thesetting-inwasmadequitewell，makingfulluseofthetopographyof

thesea-bottom，whichgavegoodfishgatheringeffeｃｔｏｎｔｏｔｈｅｇｒｏｕｐ；andthereef-group

gatheredalotofusefulfish，ｓｕｃｈａｓＳｅａｐｉｋｅ砂ﾉｶyme7zasch姥F〃Saurel7｝zzcﾙ"〃s”o"jCz‘s

StripedseaperchL"加刀zzsz′z”andThicklipbreamP伽ひｱhy7zcﾙ"s”“.Andthereef-group

wasnotedtobeplayingapartasasortoffish-leadingreefaddedtothefishinggroundoftheSet

Net．

（２）Ontheotherhand,incaseofthereef-groupsubmergedatthesea-frontlyingWEsrofthe

Kaimonmountain，thereefsweresetinascatteringcondition，separatedbyawidedistance

betweentheindividualreefs・

Addingtothis，thereefsneartheseashoreweretobeinfluendedbythewaves，ａｎｄwereaptto

beburiedwithsandandmu。；asamatteroffactnotasmallnumberofthemwerewhollyburied・

Topreventthemfrombeingburiedsomeofthereefswereset-inovertheseabottomcovered

鹿児島大学水産学部漁具学研究室

(LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，KagoshimaUniversity，4-50-20Shimoara‐
ta,Kagoshima,890,Japan）
株式会社深海サルベージ

(ShinkaiSalvageCo・Ltd.，6203-5,Shimofukumoto-cho，Kagoshima,891-01Japan.）
城西高等学校（JouseiHighschool，５５０１gakura,Ijuuin-cho，Kagoshima，899-25,Japan.）
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withthepreliminarilysubmergedsmallstones・However，thewidelyscatteredreefswere

incapableofgettingagoodfish-gatheringeffect．

薩摩半島の南端に位置し，開聞岳周辺の沿岸部に多くの定置漁場を有する開聞町の沖合海

域には，海底地形を巧みに利用した多くの人工魚礁が設置されている．今回これらの中から

設置水深の比較的浅い人工魚礁について潜水観察を実施したのでその結果について報告する．

設置の概要と観察方法

当海域に設置されている並型魚礁（以下魚礁と呼ぶ）は，沖合に向かって突出した開聞岳

を挟んで，川尻沖と塩屋沖のものに２分されている．その設置状態は開聞町役場の資料

（Table１，Fig.１）によると，魚礁の設置は昭和38年に始まり，その規模は設置個所10個所，

種類は１ｍ角と1.5ｍ角の角窓付正六面体コンクリートブロック魚礁（以下ブロック魚礁と

呼ぶ)，ブロックの個数は昭和50年以後に設置された４個所の魚礁で計695個となっている．

観察した魚礁はＴａｂｌｅｌ及びＦｉｇ．１に示す６個所の魚礁（ＳＫ－Ａ～Ｅ，Ｊ魚礁）である．

このうちＳＫ－Ｊ魚礁を除く５個所の魚礁は，昭和59年９月27日より10月１日にかけ，また

ＳＫ－Ｊ魚礁は昭和60年７月23日に調査を行った．観察は従来と同じ手法')により，魚礁の形態，

埋没,付着生物及び婿集魚等について調べた．なお調査船には当研究室所属のゆめ（2.8トン，

２５Ｂ・Ｐ）及びはるか（1.1トン，５５Ｂ・Ｐ）を使用した．

観察 結 果

ＳＫ－Ａ魚礁（Ｆｉｇ．２，Table２，Ｐｌａｔｅｌ）

川尻港外牛の糞の東方170ｍ，水深35～37ｍに在り，設置年は昭和40年，種類は１ｍ角ブ

ロック魚礁であるｄ魚礁の形態はＦｉｇ．２に示すように，東西方向約50ｍ，南北方向約15ｍ

の略長方形状をなし，２～３段積みの高さの低い２山型となっている．埋没はかなり進行し

ており，その深さは50～80cmである．特に魚礁の周辺に散在している単体のブロックは埋没

が顕著に進捗しており，中にはブロックの上部を約10cm残して大半が海底中に埋没したもの

も見受けられた．付着生物はフジツボがブロック面の約％の広さに付着している他，ウミシ

ダを所々に認めたが，２０年近く経過している魚礁としては貧相である．周辺の海底はゆるや

かな起伏を有しているが，その沖合は急深となっている．底質は粒径のやや大きい砂質で，

ブロックの周辺には貝殻が多く認められた．

蛸集魚の状態をみると，まず魚礁上約７ｍの空間に魚礁全体を覆うように，体長約１cmの

ネンブツダイの稚魚群が大群を形成している．魚礁周辺ではヨコスジフエダイ，コロダイ，

ホウセキハタを，魚礁内部では数多くのイセエビを認めた．

ＳＫ－Ｂ魚礁（Ｆｉｇ．３，Table２，ＰlateⅡ）

川尻港外牛の糞の東方450ｍ，水深55～60ｍに位置している魚礁で，設置年は昭和56年，

種類は1.5ｍ角ブロック，個数は135個である．魚礁の形態はＦｉｇ．３に示すように，略南北



Ｓｋ－Ｂ

肥後・田畑・吐師・上水樽：人工魚礁の実態について一XⅥ 8９

Table１．ThestateofartificialreefsattheｏｆｆｓｅａｏｆＫａｉｍｏｎＴｏｗｎ．

に長い２山型をなし，その規模は南北方向に約40ｍ，東西方向に約20ｍ，高さは北側の頂部

が３段積みの約４ｍ，南側の頂部が４段積みの約５ｍとなっている．埋没は10～30cm程度で

ほとんど進捗していない．設置水深が深いため，着底の衝撃により生じたと考えられる亀裂

がブロックの隅部に見受けられた．付着生物は小型のフジツポが所々に見られるだけである．

ブロックの上面には浮泥状の物質が薄く堆積している．

婿集魚の状態は南側の頂部から中央の鞍部にかけて密度が高くなっている．各魚種の占位

場所をみると，ネンブツダイは南側の頂部付近に，その直上の高さ約15ｍの空間にカマスと

マアジが大群を形成，魚礁の内部にミギマキとウミヒゴイが夫々認められた．なおこの魚礁

はかなりの勾配をもつ細砂の斜面上に設置されている（Ｆｉｇ．８)．

Ｆｉｇ．１．Showingthepositionofthe
◎：Researchinl984

③：Notinvestigated
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花瀬崎南方700ｍ，水深44～67ｍに位置している魚礁で設置年は昭和54年，種類は１．５ｍ角

ブロック，個数は143個である．この魚礁はかなりの勾配をもつ斜面上に散在した形で設置

されている．今回の潜水観察では水深44ｍより67ｍにかけて探索したが，結局Ｆｉｇ．４に示

すような６個のブロックを確認したに止まった．他のブロックは海底が急斜面のため深所に

転落し分散したものと考えられる．埋没は10～30cm程度，付着生物は少量のフジツポとイソ

､Iノ

ＳＫ－Ｃ魚礁（Ｆｉｇ．４，Table２，ＰlateⅡ）

花瀬崎南方700ｍ，水深44～67ｍに位置して
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Table２．ThegatheringfishesontheeachartｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆｏｎｔｈｅｏｆｆｓｈｏｒｅｏｆＫａｉｍｏｎＴｏｗｎ．
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Folklength(c､）ＲｅｅｆＮｏ・ Thegatheringfishes Ｎｕｍｂｅｒ

ＳＫ－Ｄ魚礁（Ｆｉｇ．５，Table２，ＰlateⅢ）

花瀬崎北西方1600ｍ，水深25ｍに位置している魚礁で，設置年は昭和36年，種類は１ｍ角

ブロック魚礁である．この魚礁は最大長30～40cmの丸石群とその周辺の砂質の海底面上に広

範囲に投入されている．

魚礁の設置形態は典型的な分散型で，図示するように径30～40ｍの円形状に予め敷設され

ている丸石群の上に，数十個のブロックが設置されている．この丸石群の縁辺付近の海底面

には，波長約1.5ｍ，波高約20cmの砂蓮が形成されている．埋没は丸石群上のブロック群に

は全くみられないが，丸石群の周辺に拡がる砂質底のブロックは約30cm進捗している．付着

生物はフジツボがブロックの全面に付着している他，ガンガゼが所々にみられた．
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Ｆｉｇ．５．Schematicgatheringconditionaroｕｎｄｏｆ

鯵：Ｈをc”伽cAz4s伽“ Ｈ

ＬｚＪ鞭"ｚ４ｓｚﾉﾉ” 秘

′>：Stonereef

鍾蕊灘

雲霧灘？

ＳＫ－Ｅ魚礁（Ｆｉｇ．６，Table２，ＰlateⅣ）

花瀬崎の北方900ｍの塩屋沖,水深16ｍに位置している１ｍ角ブロック魚礁である．設置年，

個数ともに不詳であるが，埋没状態からみると15年以上経過した古い魚礁のようである．周

Sk-Dreef．

：ｆ〃7zjOchz4sα“””zEz4s

：ApqgりれＳＥ”伽”zzJs

婿集魚は礁の周辺にハタタテの大群が占位する他，ウマヅラハギ，ネンブツダイ， ヨコス

ジフエダイ，イサキ等の魚群を認めた．また大型魚としては体長約30cmのコロダイ約10尾が

魚礁の周辺に占位していた．なおネンブツダイは，体長約１cmと約５cmの体型の異なる２群

に分かれているが，いずれも魚礁の内外に占位していた．
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辺の海底は平坦な砂質からなり，その表面には波長約45cm，波高約１５cmの砂蓮が形成されて

いる．埋没はかなり進捗しており，その深さは50～70cmに達している．付着生物はフジツボ，

藻類，ウミシダ等が見られた．

魚礁の設置形態は分散型で，略20ｍ四方の範囲内に十数個といった密度である．婿集魚は

ネンブツダイとイサキの稚魚の他，コロダイ，カワハギ，ヒラアジの群が認められた．

ＳＫ－Ｊ魚礁（Ｆｉｇ．７）

花瀬崎の西方600ｍ，水深26ｍに位置している１ｍ角ブロック魚礁である．このブロック

群は35×45ｍの範囲に敷きつめられた丸石上に設置されている．丸石は最大長が約30cmで丸

石群の中央部の高さは海底上約1.5ｍと推定される．付着生物は殻長５～１０cmのカキの他ホ

ヤ類が観察された．周辺の海底は砂質で，海底面には波長約40cm，波高１０～１５cmの砂蓮が形
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Fi９．８．RecordsofEchoSounderaboutartificialreefs．

成されている．

婿集魚の状態はかなり豊富で，魚礁の周辺にホウセキハタ，コロダイ，イサキ，ネンブツ

ダイ，ウツボ等が,また魚礁の上方に体長約30cmのカマス群と,体長が15～20℃､及び５～10ｃｍ

の体型の異なる２種類のマアジ群が認められた．

考 察

開聞岳を挟んで東西に２分されている魚礁群を比較してみると，設置目的，設置水深，形

態等が相対的に異なっており興味深い．まず東方の川尻港沖合の魚礁は，観察した２個所と

も設置水深が深く，また２山型の形態をなし，その高さは３～５ｍと比較的に高い．この水

域は小深（こぶかい）と云われる大型の凹地が，鹿児島湾口長崎鼻沖合より北西方向に伸び

てきている所である．この小深の起点付近に位置しているこれらの魚礁群は，沖合より小深

を伝って来遊する豊富な魚群をより多く滞留せしめることが考えられる．川尻港近くの牛ノ

糞付近には優良な大型定置漁場が設置されているが，この小深は魚道として，またこれらの

魚礁群は誘導魚礁としての役割を夫々演じていることがわかる（Ｆｉｇ．９)．潜水観察の結果

によると，帽集魚もかなり多く，マアジ，カマスの中層魚を始めコロダイ，ハタ，フエフキ，

ネンブツダイ等の底魚がみられた．なお水深37ｍのＳＫ－Ａ魚礁ではブロック内に相当数の

イセエビが確認されたことから，深所におけるイセエビ対象の築磯の有効性を証明出来たも

のと考えられる．

次に西方の塩屋沖の魚礁は，いずれも広範囲に分散した形で設置されている．中にはＳＫ

－Ｃ魚礁のように，急斜面に設置したためブロックが深所に転落し分散の形になったものも

ある．この水域は平坦な砂質で水深も浅く，波浪や潮流等の外力の影響を受け易く，海底面














